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川崎病遠隔期の冠状動脈病変における血管内皮機能および血管壁構造： 

アセチルコリン負荷および血管内超音波法による検討 

 

研究要旨 

川崎病冠状動脈病変の遠隔期血管内皮機能および血管壁構造の評価を行なった。

遠隔期川崎病児 65例と先天性心疾患児 10例を対象とした。1群 冠状動脈瘤を

有する 15例、2群 冠状動脈瘤が消退した 26例、3群 急性期より冠状動脈病

変を有しない 6例、4群 狭窄病変を有する 18例である。1群においては両薬剤

に低い拡張性を呈した。2群においては Ach注入後冠状動脈の収縮が生じた。ま

た ISDN 注入後は対照群に比して低い拡張性を呈した。3群は両薬剤に対する反

応は対照群と差がなかった。4群は ISDN に対して狭窄部の反応は認めなかった。

血管壁構造：1群では動脈瘤周囲に内膜の肥厚および石灰化を認めた。2群は全

例に種々の程度の 3層構造を認めたが石灰化を認める者はなかった。3群は対照

群と同じ構造であった。4 群は全例に 25%-100%の範囲の厚い石灰化を認めた。

川崎病遠隔期においては、動脈瘤消退例においても血管内皮機能の低下と壁構

造異常を有している。 

 

 

A. 研究目的 

 川崎病は我が国で最初に報告

された乳幼児の熱性、発疹性疾患であ

るが、全身中小動脈の血管炎により、

とくに冠状動脈瘤を形成し、時に突然

死を起こしたり、虚血性心疾患へと進

展することが分ってきた。我々は、

1973 年にこの疾患に冠状動脈造影検

査を最初に導入して以来、この 29 年

間に 1900 例の川崎病を経験し、その

コホートを急性期から現在まで長期

のフォローアップを行い、冠状動脈造



影により心血管障害の中長期的な予

後を解明してきた。特にいったんでき

た冠状動脈瘤が 1-2年後に消退し、血

管造影上正常化する現象(regression)を

見いだし、これが川崎病冠状動脈瘤の

約半数に起こり、川崎病血管炎の特徴

的な現象であることを初めて報告し

た。しかし、川崎病血管炎の長期後遺

症として動脈硬化への進展を危惧さ

れているが、遠隔期川崎病血管病変の

血管内皮機能および血管壁の性状は、

未だ不明である。本研究では冠状動脈

造影法を基本にしアセチルコリンや

ニトロールによる遠隔期冠状動脈の

反応性による vascular biology 的な血

管内皮機能の検討および血管内超音

波法を用い、遠隔期冠状動脈病変の壁

構造や内腔の性状の変化を検討した。 

 

B.方法 

対象は、発症より 10年以上経

過した川崎病児 65 例と対照群として

先天性心疾患児 10 例とした。川崎病

児は以下の冠状動脈造影により得ら

れた所見より 4 群に分けた。1 群：冠

状動脈瘤を有する者 15例、2群：冠状

動脈瘤が消退した者(regression)26 例、

3 群：急性期より冠状動脈病変を有し

ない者 6 例、4 群：狭窄病変を有する

18 例である。冠状動脈瘤が regression

した 2 群の 26 例を初回冠状動脈造影

の所見よりさらに 2 群に分けた。2a

群：中等症以上の動脈瘤（4mm以上）

から regression した 13例、2b群：4mm

未満の動脈瘤から regressionした 13例

である。各群間に年齢および発症から

の年数に有意差は認めなかった。血管

内皮機能は内皮依存性の血管拡張作

用を持つアセチルコリン(Ach)15μg

および内皮非依存性の血管拡張作用

を持つニトロール(ISDN)0.5 mg を冠

動脈内に注入し、その前後の選択的冠

状動脈造影で得られた血管径の変化

率にて評価した。% Change = (薬物注

入後の血管経 - 薬物注入前の血管経) 

/薬物注入後の血管経 x 100. 計測し

た部位は 1 群、4 群では病変部位、2

狭窄病変を有する 4群は ISDN 負荷の

み行った。血管壁構造は、血管内超音

波法を用いて行なった。1 群および 3

群は、病変部位、2 群は急性期に冠状

動脈瘤があった部位の血管壁構造を

観察した。 

C.研究結果 

1 群においては両薬剤に低い

拡 張 性 を 呈 し た (Ach:0.08 ± 6.5%, 

ISDN: 4.6±1.8%)。2群においては Ach

注入後冠状動脈の収縮が生じた(-7.6

±11.5%)。また ISDN 注入後は対照群

に比して低い拡張性を呈した(9.5±

5.5%)。3 群は両薬剤に対する反応は

(Ach:11.3±4.6%, ISDN: 18.0±8.2%) 

対照群と差がなかった (Ach:15.5±

5.6%, ISDN: 16.6±7.1%)。4群は ISDN



に対して狭窄部の反応は認めなかっ

た。血管壁構造：1 群では動脈瘤周囲

に内膜の肥厚を主体とする 3層構造お

よび石灰化を認め、動脈瘤内に石灰化

を認めた。2 群は全例に種々の程度の

3 層構造を認めたが石灰化を認める者

はなかった。3 群は対照群と同じ 1 層

構造であった。4群は全例に 25%-100%

の範囲の厚い石灰化を認めた。2 群お

よび 3群において冠状動脈造影上、狭

窄や動脈瘤など新たな病変を認めた

者はいなかった。 

D.考察 

冠状動脈病変が残存している例のみ

ならず、冠状動脈瘤が消退した例にお

いても血管内皮機能の低下がみられ

た。また、同部位の血管内超音波によ

り描出された壁構造は、内膜の肥厚を

認めた。これらの所見は成人の動脈硬

化の初期像に類似している。 

E.結論 

川崎病遠隔期においては、動脈瘤消退

例においても血管内皮機能の低下と

壁構造異常を有している。動脈硬化病

変へ進行の可能性を含め注意深い観

察が必要である。 
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